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平成21年

日本の宝島“天草”の創造を目ざして！日本の宝島“天草”の創造を目ざして！日本の宝島“天草”の創造を目ざして！

No.88
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　10月18日、倉岳町・宮田地区で毎年恒例の「宮田秋祭り」が開かれ、

神幸行列のほか、太鼓舞や獅子舞などが披露されました。“宮田獅

子”は、100年以上前から伝承されており、４頭の獅子がいっしょ

に舞うのはとても珍しいとのこと。玉振りの動きに合わせて力強

く舞う姿はとても勇壮で、会場に訪れた観客らを魅了しました。

「宮田秋祭りの４頭の獅子舞」

主な内容
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天草市“この１年”
健全化判断比率などを公表！
ローカルマニフェスト50の政策の達成状況
全国子守唄サミット＆フェスタ ’09in天草
秋の叙勲・天草大陶磁器展
宝島の話題
みんなの広場
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 　　　　第25回天草国際トライアスロン記念大
会を開催。国内外から748人が参加。
5/25

 　　　　第38回牛深ハイヤ祭りを盛大に開催。
約８万人の観光客らでにぎわう。
4/17～19

 　　　　棚底城跡が、市初の「国指定史跡」
となる。
7/23

 　　　　「日本ジオパーク（大地の公園）」に
“御所浦地域”が認定される。
10/28

 　　　　熊日郡市対抗女子駅伝で本市チーム
が準優勝に輝く。
1/25

本渡・有明・御所浦・倉岳・栖本・新和・
五和・天草・河浦地区で「成人式」を開催。
合計829人の新成人が出席。
消防出初式が行われ、市消防団員など約
1,200人が参加。

熊日駅伝で本市男子チームが３位入賞。
「天草つんのでフェスタ」を開催。
「日本の宝島“天草”づくり講演会」を開催。

倉岳高校最後の卒業式・天草高校分校移
行式が行われる。
赤﨑小学校が134年の歴史に幕を閉じる。
市民憲章・市のシンボルなどを制定。
ワイン・リキュール特区に認定。

３・４日

11日

８日
15日
22日

１日

８日
27日
 〃

1月

2月

3月

本渡港と三角港を結ぶ「天草宝島ライン」
が就航。
旧８町の商工会が合併し「天草市商工会」
が発足。
市と８つの団体が災害時における物資の
提供などについて協力する「災害時応援
協定」を締結。

市総合防災訓練を御所浦地区で実施。
放送大学熊本学習センター天草教室が市
立中央図書館内に開設。
第５回西の久保公園「天草花しょうぶ祭
り・大バザール」を実施。27,000人の
人出でにぎわう。

生ゴミ分別のモデル事業が五和地区全域
で始まる。

１日

 〃

６日

10日
30日

30日～
６月14日

１日

4月

5月

6月

 　　　　映画「おくりびと」の脚本を手がけた本
市出身の小山薫堂さんが初の市民栄誉賞を受賞。
4/13

熊本県中学校総合体育大会が、天草地域
を主会場に開催。
教育交流の一環として、姉妹都市・米国
エンシニタス市の高校生などが来市。

天草ほんどハイヤ祭り、「子ハイヤ」・「花
火大会」を開催。
天草ほんどハイヤ祭りの「道中総踊り」
などが３年ぶりに夏の開催。
牛深地域成人式に、新成人183人が出席。
衆議院議員総選挙。

金婚夫婦307組を表彰。
海中展望船・サブマリン号の運航が再開。
「空の日フェスタin天草空港2009」を開催。

３・４日

25～ 30日

1・２日

8日

16日
30日

８日ほか
19日
 〃

7月

8月

9月

本渡地区の市街地循環バス「のってみゅ
うかー」の実証運行開始。
「天草殉教祭」を開催。
天草文化交流館の来館者が1万人を突破。
県下最大級の「天草大陶磁器展」を開催。
約３万人の人出でにぎわう。

「全国子守唄サミット＆フェスタ ’09in
天草」を天草町で開催。

１日

25日
31日
31日～
11月４日

７～８日

10月

11月

「にほんの里100選」に選定

 　　　　「第１回熊本県女性消防操法大会」
に市消防団・女性消防隊が出場。
8/23

「島の宝100景」に選定 ▼五和町・通詞島の
「イルカが泳ぐ通詞島」

▼御所浦町・横浦島の「籠船」～五和町・二江地区～

天草市 “この １年”
～平成21（2009）年の出来事を  振り返る～

　今年も残すところあと１カ月。この
１年、本市ではさまざまな行事や出来
事がありました。天草市の“この１年”
を振り返ってみましょう。



　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」が全面的に施行されたことを受
け、財政の健全度を示す４つの健全化判断比率と資金不足比率を公表します。各比率の算定方法
などについての詳細は、本庁・財政課へお尋ねください。
　市における健全化判断比率と資金不足比率は、いずれも早期健全化基準、経営健全化基準を下
回っています。しかし、各指標の数値が基準を下回っていれば問題がないことにはなりませんの
で、今後も、財政健全化計画に沿った財政運営を行い、財政の健全化に努めます。

【用語の解説】
①実質赤字比率…福祉や教育、まちづくりなど
を行う地方公共団体の普通会計に占める赤字
の割合。財政運営の深刻度を示すもの。
②連結実質赤字比率…地方公共団体のすべての
会計の赤字と黒字を合算した赤字の割合。地
方公共団体全体としての運営の深刻度を示す
もの。
③実質公債費比率…収入に対する一般会計など

の借入金返済額の割合。資金繰りの危険度を
示すもの。

④将来負担比率…収入に対する一般会計などの
借入金や、将来支払っていく可能性がある負
担などの割合。将来、財政を圧迫する可能性
が高いかどうかを示すもの。

●資金不足比率…公営企業の資金不足額が、そ
の公営企業の事業規模である料金収入に占め
る割合。経営状況の深刻度を示すもの。

【問い合わせ先】本庁・財政課財政係☎㉓1111内線1362 ※【　】内は本市の比率。――％は赤字額がないことを表します。

天草市の財政状況

健全化判断比率・資金不足比率を公表！

　財政の健全度を示す実質赤字比率など４つの「健全化判断比率」は、平
成20年度はいずれも早期健全化基準を下回りました（下表参照）。
　なお、健全化判断比率の対象会計の範囲を５ページに掲載しています。

　各公営企業会計の健全度を示す「資金不足比率」は、平成20年度はい
ずれの公営企業会計も資金不足は生じていないため、該当ありません（下
表参照）。

資金不足比率

□健全化判断比率などの対象会計範囲
①
実
質

　

赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率 ④

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

（
※
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
算
定
）

※本市の特別会計には上表のほか、一町田財産区・新合財産区・富津財
産区の３つの特別会計がありますが、これらは市と異なる法人格を持
つため、対象となりません。

歯科診療所特別会計
斎場事業特別会計
国民健康保険特別会計
老人保健医療特別会計
介護保険特別会計
国民健康保険診療施設特別会計

公共下水道事業特別会計
特定環境保全公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
漁業集落排水事業特別会計
浄化槽市町村整備推進事業特別会計
簡易水道事業特別会計
埠頭事業特別会計
病院事業会計
水道事業会計

一般会計

天
草
市

特
別
会
計

普
通
会
計

公
営
事
業
会
計

公
営
企
業
会
計

法
非
適
用
事
業

事
業

法
適
用

天草広域連合
上天草衛生施設組合
上天草・宇城水道企業団
熊本県後期高齢者医療広域連合
熊本県市町村総合事務組合

広
域
連
合
・

一
部
事
務
組
合

㈱リップルランド
㈱くらたけ
㈱プラスファイブ
㈱うしぶか
㈲愛夢里
天長フェリー㈱
天草エアライン㈱
㈶天草下島北部地域観光振興公社
土地開発公社

地
方
公
社
・

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど

公共下水道事業特別会計
特定環境保全公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計
漁業集落排水事業特別会計

浄化槽市町村整備推進事業特別会計
簡易水道事業特別会計
埠頭事業特別会計
病院事業会計
水道事業会計

●

●

●

●

●

●

●

●

●

財政悪化

0％ 経営健全化基準（20.0％）
【――％】

【――％】

【――％】

【――％】

【――％】

【――％】

【――％】

【――％】

【――％】

12万2千円
2万円
8千円
4千円

10万6千円
1,344万8千円

2千円
15億6,075万2千円
6億9,211万5千円

余剰金

①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率 ④将来負担比率

※【　】内は本市の比率。――％は赤字額がないことを表します。（　　）内は前年度比率。
※連結実質赤字比率の財政再生基準は、平成20・21年度が40％、同22年度が35％、同23年度以降が30％になります。

健全段階
○指標の整備と情報
　開示の徹底

早期健全化段階
○自主的な改善努力
　による財政健全化

再生段階
○国などの関与によ
　る確実な再生

早期健全化基準

財
政
悪
化

0％
黒字額

財政再生基準

【――％】 【――％】 【15.7％】
【96.3％】

11.69％ 16.69％ 25.0％ 350.0％

20.00％ 40.00％ 35.0％ な　し

（――％） （――％） （16.2％）
（124.1％）

8億　913万2千円 41億4,361万5千円

健全化判断比率

平成20年度決算に基づく
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平
成
18
年
４
月
の
市
長
選
挙
時
に
、

安
田
市
長
が
『
日
本
の
宝
島〝
天
草
〞の

創
造
』
を
天
草
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

と
す
る
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
地

方
版
政
策
宣
言
）
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
表
か
ら
４
年
目
と
な
る
こ
と

か
ら
、
今
回
、
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
掲
げ
ら
れ
た
50
の
政
策
の
達
成

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
は

　

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
地
方

版
政
策
宣
言
）
と
は
、
都
道
府
県
知
事

や
市
町
村
長
な
ど
の
選
挙
の
と
き
に
、

候
補
者
が
有
権
者
に
対
し
て
発
表
す
る

「
公
約
」
の
こ
と
で
、
候
補
者
と
有
権

者
と
の〝
契
約
〞と
も
い
え
ま
す
。

　

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、

ど
の
よ
う
な
政
策
を
、
い
つ
ま
で
に
、

ど
の
財
源
を
使
っ
て
実
現
す
る
か
、
と

い
う
こ
と
な
ど
が
あ
ら
か
じ
め
明
記
さ

れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
政
策
の
達
成
状

況
な
ど
を
評
価
・
検
証
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

■
安
田
市
長
が
公
表
し
た

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト　

　

平
成
18
年
４
月
の
市
長
選
挙
時
に
、

安
田
市
長
が
公
表
し
た
ロ
ー
カ
ル
・
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
次
の
７
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅰ
・
豊
か
な
産
業
づ
く
り

Ⅱ
・
魅
力
あ
る
観
光
づ
く
り

Ⅲ
・
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
づ
く
り

Ⅳ
・
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り

Ⅴ
・
機
能
的
な
社
会
基
盤
づ
く
り

Ⅵ
・
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

Ⅶ
・
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実

現
の
た
め
の
行
財
政
改
革
と
財
源

確
保

　

ま
た
、
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と

に
、「『
集
団
営
農
組
織
』の
拡
充
」「
年

間
観
光
入
込
客
数
１
、０
０
０
万
人
の

突
破
」「
育
児
休
業
制
度
に
お
け
る
財

政
支
援
」「
地
区
振
興
会
へ
の
職
員
の

配
置
」
な
ど
、
全
部
で
50
の
政
策
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
50
の
政
策
の
達
成
状
況　

　

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

ら
れ
た
50
の
政
策
の
達
成
状
況
を
達
成

度
別（
＝
下
表
）に
見
る
と
、「
お
お
む

ね
目
標
を
達
成
し
た
も
の
」が
20
政
策
、

「
事
業
に
着
手
し
成
果
が
得
ら
れ
て
い

る
も
の
」
が
16
政
策
、「
計
画
を
策
定

し
事
業
に
着
手
し
て
い
る
が
成
果
が
得

ら
れ
て
い
な
い
も
の
」
が
12
政
策
、「
未

着
手
ま
た
は
計
画
の
検
討
段
階
」
が
２

政
策
と
、
７
割
以
上
で
成
果
が
出
て
い

る
状
況
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
見
る
と
「
機

能
的
な
社
会
基
盤
づ
く
り
」
や
「
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
地
域
づ

く
り
と
人
づ
く
り
」
で
成
果
が
得
ら
れ

て
お
り
、「
豊
か
な
産
業
づ
く
り
」や「
行

財
政
改
革
と
財
源
確
保
」
の
達
成
度
が

比
較
的
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
本
庁
・
企
画
課
企
画
調
整

係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
３
１
５
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

□50の政策の期限・達成状況・達成度

20
２
２
６
６
１
３
0

12
３
２
１
２
０
１
３

16
４
２
１
１
３
０
5

２
０
０
２
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

Ａ
おおむね目標を
達成したもの

Ｂ
事業に着手し

成果が得られているもの

Ｃ
事業に着手しているが

成果が得られていないもの

Ｄ
未着手または
計画の検討段階

Ｅ
中止

（見直し）

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
公
表
か
ら
４
年

Ⅰ・豊かな産業づくり
Ⅱ・魅力ある観光づくり
Ⅲ・暮らしやすい生活環境づくり
Ⅳ・地域づくりと人づくり
Ⅴ・機能的な社会基盤づくり
Ⅵ・環境にやさしいまちづくり
Ⅶ・ローカル・マニフェストの実現のための行財政改革と財源確保

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
別
の
内
訳

達成度別の政策数

□50の政策の達成度別・政策数
　　　　　　　　　　（平成21年９月30日現在）

達
成
度

Ⅰ・豊かな産業づくり

Ⅱ・魅力ある観光づくり

Ⅲ・暮らしやすい生活環境づくり

政　　　策

１

２

３

４

５

６

７

８

９

４年

１年

４年

４年

４年

１年

４年

１年

10年

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｃ

期限 達　成　状　況 達成度

平成18年度に天草市農作業受託組合等連絡協議会を設立しました。また、集団
営農組織には機械購入に対する補助を行うなどの支援を行いました。さらに、
平成20年度には営農組合（任意組合）が農業生産法人を設立しました。

「集団営農組織」の拡充

平成18年度に市内の加工グループにふるさと宅急便事業に対する参加意向調査や打ち合せ
会議を実施しました。チラシを作成し、旧市町のふるさと会などに対し発送しました。平
成20年度から、団体が行う特産品のＰＲ事業に対して助成を行うこととしました。

「ふるさと宅急便事業」
の展開

平成18年度に「あまくさ農業を元気にするリースハウス５カ年
計画」を策定し、計画に基づき毎年度整備を図っています。
リースハウス建設実績＝のべ54棟。

リースハウスの新設と
５カ年計画の策定

平成18年度にＮＰＯ法人グリーンライフあまくさを設立し、事業
推進のための組織化を図りました。また、トラスト農場の整備
（168a）や、シンポジウム（3回）・体験ツアー（9回）などを実施。

（仮称）『天草グリーンライ
フ・コミュニティ』の創出

解体処理施設建設に向け、イノシシ肉の販売方法・商品開発の検
討や、天草保健所などの関係機関と協議を行っています。

イノシシ解体処理施設
の建設

天草漁協と連携して、稚魚や中間育成した幼魚などの放流事業を
実施しています。つくり育てる漁業の定着

市内における水産加工業の実態把握や県内外の企業誘致のため訪
問活動を行っています。しかし、水産業の低迷などにより原料の
確保が難しく企業誘致は厳しい状況です。

水産加工企業の誘致

平成18年8月、本庁（別館）・商工観光課内に消費生活相談員を配置
し、相談の受け付け（386件）や研修会（22回）を実施しています。ま
た、同21年度からは３人体制とし、相談体制の強化を図っています。

消費生活相談専門員の
配置

企業誘致促進条例を制定し、固定資産税の課税減免などを実施。また、地元
事業者に対して、商工業設備投資資金利子補給などの事業を実施。※天草公
共職業安定所の有効求人倍率＝平成17年度・0.40倍、平成20年度・0.39倍。

有効求人倍率の上昇

テレビ、ラジオ、新聞などの広告・宣伝媒体を利用し、本市の観光情報やイ
ベント情報などを発信しています。また、季節ごとの観光の魅力をＰＲする
ため、年間を通して観光イベントを実施し、観光客の誘致を図っています。

年間観光入込客数1,000
万人の突破

県内の横軸連携を図るため、平成18年10月に阿蘇・熊本・天草観光推
進協議会を設立。ポスターなどの作成や、3地域の観光案内所に圏域
のパンフレットを設置するなど、情報の発信・共有を図っています。

九州新幹線の全線開通に向
けた県内観光地の連携強化

平成19年７月に「社団法人・天草宝島観光協会」を設立しました。同協会で
は、観光ＰＲ事業、旅行商品の支援、旅行商品の開発のための招待や人材育成な
どを行っています。また、観光を通じて天草のブランド化を推進しています。

法人としての天草市観
光協会の設立

平成19年度に本渡地区卸売市場整備促進協議会で作成した「本渡地区卸売市場
整備構想」に基づき、３市場統合による総合市場整備を検討しました。現在、
老朽化した天草漁協魚市場の整備について、漁協などと検討を行っています。

公設市場の開設

平成19年度に市が事業主体として建設を予定していましたが見
直し、同20年度にあまくさ農協・本渡五和農協が共同で事業主
体となり、市も一部助成を行い直売所が建設されました。

（仮称）『天草物産館』の
設置

平成18年度からまちづくり交付金事業により観光交流センター
（下田温泉ふれあい館ぷらっと）や温泉広場･五足の湯、さくら
公園などの整備を行っています。

下田温泉の活性化と滞
在型観光の促進

国の制度である「中小企業子育て支援助成金制度」を活用してい
ただけるよう、事業主に対して同制度の周知を図っています。

平成18年度から、義務教育就学前までの乳幼児を対象に、医療
費の一部負担額の全額を助成しています（受給者数27万528
人、助成金見込み額5億2,348万円）。

育児休業制度における
財政支援

義務教育就学前までの
医療費の全額助成
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Ⅵ・環境にやさしいまちづくり

平成19年度から、51のすべての地区振興会に、同振興会の業務
を主とする専属的な職員（コミュニティ主事）を配置しました。

□50の政策の期限・達成状況・達成度

Ⅲ・暮らしやすい生活環境づくり

Ⅳ・地域づくりと人づくり

政　　　策
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期限 達　成　状　況 達成度

平成18年度から市内の高等学校と連携し、健康教室・講演会の
開催や超音波骨評価・保健指導を実施しています(のべ50回、
3,862人）。

高校生を対象に骨密度
検診の実施

平成19年度から、35歳から70歳までの5歳刻みの節目に人間ド
ックを受診する人の費用の７割を助成しています（受診者1,762
人）。

35歳以上の市民の人間
ドックの実施

平成18年度から新和・五和・河浦地区で実施しています。毎年度新規参加
者を募集していますが、申し込みが少ない状況です。また、気軽に運動に
取り組んでいただけるよう、ウォーキングセミナーを実施しています。

科学的根拠に基づいた
運動教室の開催

現在、河浦町を除く地域では支所ごとにアナログの防災行政無線
で防災行政情報を発信しています。本庁から一括放送などができ
ないため、防災無線の整備について検討を行っています。

防災行政無線のデジタ
ル化

平成18年６月に「天草市地域防災計画」を策定しました。ま
た、毎年１地域を選定し、天草市総合防災訓練を行っています。

全市的な防災訓練の年
１回の実施

平成21年度に県管理河川や高潮の想定区域図による洪水ハザー
ドマップや市内の危険区域、避難場所などを図示したマップを作
成し、全戸に配布することにしています。

「ハザードマップ」の全
戸配布

市全体の水道普及率は90％を越えていますが、地域によってば
らつきがあります。現在、水道普及率が低い地区を優先的に整備
を行っています（平成20年度末の水道普及率・92.94％）。

水道普及率のアップ

平成18年度からユニバーサルデザインによる店舗などの新築・
増改築に、費用の３分の２を助成しています。

ユニバーサルデザイン
による店舗などの助成

地区振興会への職員の
配置

住民自治の充実強化などを図るため、平成18年度からまちづくり協議
会などに対して「地域自立コミュニティ活動支援事業補助金」を交付
（平成18年度・6,871万円、同19年度、同20年度・6,738万2千円）。

自治組織自立のための
市税の１％の財政支援

平成18年度から、まちづくり協議会などが行う先進的な事業に対して
「まちづくりモデル支援事業補助金」を交付（平成18年度・3団体168
万円、同19年度・4団体222万9千円、同20年度・3団体275万円）。

地域づくりモデル事業
に対する一部助成

市のさまざまな課題に対応するため、熊本大学、熊本県立大学、崇城大学
と包括協定を締結しています。包括協定により研究成果報告会、意見交換
会の開催や各種審議会の委員・講師として大学から派遣を受けています。

シンクタンク機能を有す
る『新・天草学林』の創設

平成18年度に「天草市男女が共に生きる社会づくり条例」を制
定。また、内閣府との共催で男女共同参画宣言都市記念フォーラ
ムを開催。平成19年度には男女共同参画計画を策定しました。

男女共同参画社会の実現に向
けた条例の制定・計画の策定

小学校１・２年で、31人以上の多人数学級や特に支援を必要とする児童・
生徒が在籍する学級などに細やかな学習指導を行うため、学習指導補助教
員を配置（平成18年度・14人、同19年度・25人、同20年度・34人）。

31人以上が在席する小学校１・２年の
学級などに学習指導補助教員を配置

平成18年度から学校司書を配置しています。
学校司書の配置数（平成18年度9人、同19年度12人、同20年度
16人、同21年度20人）。

小中学校３校に１人の割
合で学校図書司書を配置

平成19年度に文化振興審議会の答申を受け、「全島博物館構想計
画」を策定しました。年次計画を策定し、計画を推進することに
しています。

全島博物館構想計画の
策定

平成20年度に学校規模適正化審議会からいただいた答申に基づ
き素案を作成し、説明会などを行っています。12月をめどに成
案を作成します。

学校規模適正化計画の
策定

□50の政策の期限・達成状況・達成度

Ⅴ・機能的な社会基盤づくり

Ⅶ・ローカル・マニフェストの実現のための行財政改革と財源確保
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平成20年度までに御所浦町を除く支所、小・中学校、公民館など
の公共施設を光ケーブルで結びネットワークの構築をしました。同
21年度には御所浦地区への接続が完了することになっています。

自設による光ケーブル
ネットワークの構築

旧市町境の道路はほとんどが国・県道であるため、関係機関に継
続的に要望を行っています。また、市道については重要な路線を
優先的に整備しています。

旧市町境の市道の二車
線化への着工

天草宝島国際交流会館ポルトや天草文化交流館の整備をはじめ、
歩道の美装化や街路灯の設置など魅力ある市街地の形成、来街者
の利便性の向上を図りました。

本渡中央地区の都市機
能の整備

利用促進のためのＰＲ事業や需要開発推進事業を実施しています。ま
た、天草エアラインが実施する経営に多大な影響を与える整備などに
対して、補助や緊急対策貸付金の制度をつくり支援を行っています。

天草エアラインへの財
政支援

環境美化推進員の配置などにより、廃棄物の減量と資源化に努めました（資源化
率＝平成18年度・15.91％、同19年度・19.41％、同20年度・24.08％。ゴミ排出量
＝平成18年度・3万1,951ｔ、同19年度・3万2,092ｔ、同20年度・3万2,710ｔ）。

ゴミ排出量の５％減少と資源
化率20％へ向けた取り組み

「住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱」を制定し、
同システムの設置者に対して補助を行いました（平成18年度・
87件、同19年度・57件、同20年度・53件）。

住宅用太陽光発電シス
テムの助成

平成19年度に環境審議会からの答申を受け、「バイオマスタウン
構想」を策定しました。今後は、同構想に基づき再生処理センタ
ーの建設に取り組みます。

し尿・浄化槽汚泥などをバイオマスによ
って資源化する再生処理センターの建設

平成18年度から「美しい天草づくりネットワーク推進協議会」
の法人化に向けた取り組みを支援し、平成19年９月にＮＰＯ法
人として設立されました。

「美しい天草づくりネットワーク推進
協議会」のＮＰＯ法人化に向けた支援

行政改革大綱と職員定員適正化計画に基づき、勧奨退職の推進な
どにより、平成18年４月１日現在の普通会計職員数1,225人を
同21年４月１日現在で1,089人に削減しました。

普通会計職員数の削減

合併特例債を活用して、道路・橋りょうや公園、防災行政無線の
整備や図書館の改修、支所庁舎の建設などを実施。また、地域振
興のための基金積立を行いました。　

合併特例債の有効活用

平成19年度に、普通会計職員650人体制を見据えた組織機構の
見直し方針を策定しました。今後、この方針や現状を見ながら、
段階的に整備していきます。

庁内組織及び機構の段
階的な整備

行政改革大綱と職員定員適正化計画に基づき、平成19年度に「普通交付税の合
併算定替期間終了後（平成33年度）」を見据えた長期の財政健全化計画を策定
し、決算確定後に同計画の中長期財政試算を見直し将来推計を作成しました。

「天草市財政運営基本
方針」の順守

平成19年度にアウトソーシング推進指針、公の施設運用指針や
アウトソーシング推進計画を策定しました。推進計画などに基づ
きアウトソーシングを進めています。

官（役所）から民（民間）
への業務の見直し

「天草市ＰＦＩ導入の手引き」を作成し、庁内で検討を行っています。
※ＰＦＩ＝公共施設の建設や維持管理、運営などを、民間の資金
や経営能力、技術を活用して行うこと。

ＰＦＩの手法の導入

「市立病院等の経営の有り方等に関する審議会」からの答申や、総務省から示された「公
立病院改革ガイドライン」を踏まえ、「天草市立病院改革プラン」を平成20年度に策定し
ました。本プランに基づき、同22年度から集中的な改革に取り組むことにしています。

各病院・診療所についての民間
移譲も含めた経営改善策の確立

水道・簡易水道の使用料を、平成21年10月16日（12月分水道料金から適用）から不均一
料金の解消や負担の公平性を図るため統一に向け料金の改定を行い一部実施しました。下
水道の料金については、経済状況の動向を見ながら検討を行うことにしています。

上下水道の使用料の統一

※達成度…Ａ＝おおむね目標を達成したもの、Ｂ＝事業に着手し成果が得られているもの、Ｃ＝事業に着手している
　が成果が得られていないもの、Ｄ＝未着手または計画の検討段階、Ｅ＝中止（見直し）

※達成度…Ａ＝おおむね目標を達成したもの、Ｂ＝事業に着手し成果が得られているもの、Ｃ＝事業に着手している
　が成果が得られていないもの、Ｄ＝未着手または計画の検討段階、Ｅ＝中止（見直し）



▲期間中、約３万人の陶芸ファンなど
　でにぎわいました

　危険業務従事者叙勲が10月10日、秋の褒章と叙勲が11月２日・
翌３日にそれぞれ発表され、市内から８人が受章されました。
　おめでとうございました。

※写真下は氏名、住所、年
齢、受章種別、主要経歴。
受章種別の　 は褒章、   
　は叙勲、    は危険業務
従事者叙勲。
○叙

○褒
○危

受章おめでとうございます
～秋の褒章・叙勲、危険業務従事者叙勲～

ア　　マ　　ク　　サ
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▲熱心に品定めをする
　来場者

田嶋　安 さん
八幡町・69歳
○褒藍綬褒章
自然公園指導員

蓑田 良司 さん
港町・84歳
○叙瑞宝双光章
元学校医

川邉 恭二 さん
久玉町・79歳
○叙旭日小綬章
元牛深市議会議員

平山 松若 さん
城下町・83歳
○叙旭日小綬章

元本渡商工会議所会頭

澤村 東洋 さん
栖本町古江・64歳
○叙瑞宝単光章

元栖本町消防団団長

松江 勝彌 さん
天草町高浜南・66歳
○叙瑞宝単光章

元天草町消防団団長

相川 浩一郎 さん
五和町鬼池・64歳
○危瑞宝双光章
元海上保安官

やすし きょうじ まつわか りょうじ

とうよう かつや こういちろう としたけ

荒木 利武 さん
牛深町・70歳
○危瑞宝単光章

元天草消防組合消防司令長

かわべ

陶磁器の島、多くの人出でにぎわう
～天草大陶磁器展～

　県下最大級の陶磁器展「天草大陶磁器展」が
10月31日から11月４日まで、天草市民センタ
ーを主会場に開催されました。
　この陶磁器展では、天草島内をはじめ県内外
から77の窯元や陶芸家などの作品約25,000点
が展示・販売されたほか、“陶磁器の島
AMAKUSA陶芸展”の表彰式を実施（結果は右
下参照）。また、テレビ東京（熊本県では“テレ
ビ熊本：TKU”）で放送中の「開運！なんでも
鑑定団」の人気コーナー『出張！なんでも鑑定
団』の公開収録が行われました（放送は、平成
22年１月10日㊐正午から予定）。
　このほか、天草宝島国際交流会館ポルト・本
渡中央銀天街周辺では、本市出身で原型師のハ
マハヤオ氏が手がけたフィギュア作品などを展
示する「ハマハヤオフィギュア展」や、市内外
の芸術家が空き店舗を使って個展などを開く
「街中ギャラリー」を開催。期間中は、県内外
から約３万人の人出でにぎわいました。

▲「出張！なんでも鑑定団」の収
　録のようす

●グランプリ…髙木健多（栄町）●準グランプリ…石井和
洋（広島県福山市）●日比野克彦賞…金澤佑哉（北原町）●
小川哲男賞…髙島李恵（阿蘇郡南阿蘇村）●藤原惠洋賞…
出口文教（熊本市）●鶴田一郎賞…熊高恵美（北原町）●鯉
江良二賞…近藤聖子（愛知県新城市）●来場者賞…竹村智
之（滋賀県大津市）

陶磁器の島AMAKUSA陶芸展結果 （敬称略）

きよこ

かつや
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▲“福連木の子守唄”を歌う福連木子守唄保存会の皆さん（左写真）と福連木小学校児童（右写真）

熊本県五木村静岡県沼津市

大分県佐伯市

福連木里づくり振興会

会長　平松和德さん
かずのり

　心いやされる子守唄の調べが、
優しく語りかけてくれる。この文
化が、福連木にあることを誇りに
感じています。
　正調で子守唄を歌える人も少な
くなり、後世にどうやって伝えて
いくか、地域全体で知恵を絞り「福
連木に来ると心がいやされる」と
いった地域づくりができるよう、
“子守唄の里”として努力していき
たいと思います。

子守唄から
  地域づくり



生きることのすばらしさを学ぶ
～こころの講演会～

　10月22日、市社会福祉協議会・牛深支所主催による「こ
ころの講演会」が牛深中学校体育館で開催されました。
　講演会では、脳の障がいと闘いながら歌手活動を行う一
ノ瀬たけしさんと、父親の純二さんが講師となり、たけし
さんが病に倒れてから今日までに、家族で分かちあった苦
しみや喜びなどが語られました。また、講演の一環として、
たけしさんによる歌などが披露され、訪れた約420人の参
加者は、心のこもった歌声に聞き入っていました。

歩いて学んで歴史を体感
～棚底探検ウォーク～

　７月に国指定史跡になった棚底城跡や全国的にも珍しい
防風石垣群などを巡る「棚底探検ウォーク」が10月25日
に開催され、市内外から70人が参加しました。これは棚
底地区振興会が、地元の史跡や歴史などを学ぶことにより、
その良さを再発見してもらおうと実施しているもので、今
年で４回目。参加者は、ボランティアガイドを努める高田
尊徳さんの説明を聞きながら、江岸寺や六部塔のほか12
カ所の史跡などを探検し、秋の棚底路を満喫しました。

来館１万人目は野中さんご家族
～天草文化交流館・来館者１万人突破～

　天草の伝統工芸の製作体験講座などを行う天草文化交流
館の来館者が10月31日、平成20年４月の開館以来１万人
を突破しました。記念すべき１万人目は、本渡町にお住ま
いの野中文雄さんご家族。この日は玲奈さん（本渡南小６
年）が作った陶器を見に訪れました。同館から記念品とし
て、バラモン凧や天草南蛮手まり、盾を贈呈。文雄さんは「こ
ういうことは新聞記事ではよく見るが、まさか自分たちが
なるとは思いもしなかった」と喜びを語っていました。

▲江岸寺を探検する参加者

▲記念品を手に喜びの野中さんご家族
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ホタルが住む川をいつまでも
～肥後の水とみどりの愛護賞を受賞～

　城河原小学校（田中士郎校長・全児童51人）が10月28日、
「平成21年度肥後の水とみどりの愛護賞」を受賞しました。
　この賞は、水とみどりの資源保全に熱心に取り組み、着
実な成果をあげている県内の団体や個人などに贈られるも
の。同校は、川の環境学習として、地域住民らと連携して
内野川の水質調査やホタルの観察を定期的に実施。また、
その調査結果を“ホタルフェスタ”で発表するなど、川の水
質保全の大切さを訴える姿勢が高く評価されました。 ▲受賞した同校の児童たち

10/28
五 和

白秋らの足跡をたどる
～五足の靴ウォークラリー大会～

　11月３日、下田北の五足の靴文学遊歩道入口から下田
南海浜公園までの4.7㎞を歩く「五足の靴ウォークラリー
大会」が開催され、秋晴れのもと市内外から160人が参加
しました。これは、五足の靴文化の里づくり実行委員会が
毎年行っているもので、今年で７回目。参加者は、コース
途中の各チェックポイントでクイズやゲームに挑戦した
り、展望所などから望む澄みきった天草西海岸の絶景を堪
能しながら、さわやかな秋のひとときを過ごしました。 ▲下田南海浜公園に向け出発する参加者

11/３
天 草

待望のナースキャップで決意を新たに
～市立本渡看護専門学校・戴帽式～

　10月23日、市立本渡看護専門学校で「戴帽式」が行わ
れました。これは同校が、看護師を目ざす学生に責任と自
覚を促し、意識を高めることを目的に毎年実施しているも
の。式典では、今年４月に入学した19期生38人が、教員
から純白のナースキャップを付けてもらった後、キャンド
ルを手にナイチンゲール誓詞を斉唱。その後、学生を代表
して園田隆史さんと萩田ひろみさんが誓いのことばを述
べ、目標とする看護師への決意を新たにしていました。 ▲キャンドルの明かりの中、誓詞を斉唱する看護学生

10/23
本 渡

みんなでつくろう安全・安心なまち
～有明町地域安全運動推進大会～

　10月13日、「有明町地域安全運動推進大会」が有明町
民センターで開催され、各地区の防犯ボランティア団体や
天草警察署員など150人が参加しました。大会では、同署
員らによる振り込め詐欺の被害防止を呼びかける寸劇や、
自転車の２重ロックなどの防犯に関する講話を実施。また、
犯罪のない安全・安心なまちづくりの実現を参加者全員で
宣言し、その後、青色回転灯を付けた車（通称・“青パト”）
20台に乗り、地区内の防犯パトロールを行いました。 ▲犯罪発生状況を説明する同署員

10/13
有 明

10/22
牛 深

10/25
倉 岳

10/31
本 渡

▲歌声を披露するたけしさん

たいぼう

こうがん

だこ

ろくぶたかのり



野球がつなぐ世代を超えた交流
～OBと現役との軟式野球交流試合～

　河浦高校創立60周年を記念して11月７日、同校軟式野
球部のＯＢ対現役部員の交流試合が行われました。参加し
たＯＢメンバーは、かつて高校選手権や国体で優勝を飾っ
た昭和58年度から同60年度の選手や監督、若手OBなど
28人。試合は、１回にＯＢが２点を先制したものの、そ
の後現役が逆転に成功し、５対４で勝利しました。
　会場を訪れた観客からは、世代を超えた真剣勝負に大き
な歓声や健闘をたたえる拍手が送られていました。

あつあつ！おいしい秋の味覚
～楽しいやきいも会～

　11月５日、「やきいも会」が御所浦北保育所（吉中久恵
所長・全園児24人）で行わました。これは同保育所が、
子どもたちに土に親しむことや収穫する喜びを知ってもら
おうと毎年実施。園児は、自分たちで収穫したイモを洗う
などの準備を行い、その後、イモが焼きあがると先生に「早
くはやく」と催促。あつあつのイモにびっくりしたり、よ
くばって両手にイモを持って食べるなど、秋の味覚をおい
しそうにほおばっていました。

“天草御所浦ジオパーク”誕生！
～天草御所浦が日本ジオパークに～

　10月28日、第６回日本ジオパーク委員会が開催され、
天草御所浦が日本ジオパークに認定されました。国内８例
目で、県内では阿蘇とともに初の認定。これは、天草ジオ
パーク構想推進協議会（会長＝安田市長ほか委員14人）が、
御所浦の地層を保全しながら、地域経済や教育文化の発展
につなげようと同委員会に申請。同地域で目にすることが
できる化石や地層、これらを活用した体験ツアーなど、地
域全体の取り組みが高く評価されました。

消火技術の向上を目ざして
～屋内消火栓操法大会～

　「第13回屋内消火栓操法大会」が11月４日、本渡運動
公園陸上競技場で開催され、天草地域の事業所や高校など
から31チームが参加しました。これは、天草広域連合消
防本部が、屋内消火栓の操作技術の向上などを目的に２年
に１回実施しているもの。競技は３人１組で、屋内消火栓
を操作して標的に向け放水を行い、タイムや動作の正確性
などを競いました。優勝は、男子が養護老人ホーム梅寿荘
（栖本町）、女子が天草市役所、高校男子が天草高校でした。
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▲惜しくもタッチアウトとなるOB選手

▲高い評価を受けた約１億年前の地層“白亜紀の壁”

11/７
河 浦

▲おいしそうにイモをほおばる園児たち

0/0
● ●
11/５
御所浦

昔ながらの遊びなどを楽しむ
～大先輩とのふれあい教室～

　11月10日、大多尾小学校（三宅和紀校長・全児童49人）
で「大先輩とのふれあい教室」が行われました。これは、
高齢者が持つ伝統技術や温かい人柄にふれながら、地域を
愛する豊かな心を育てることを目的に実施。児童は高齢者
から、小刀や裁縫道具などの使い方の手ほどきを受けなが
ら、竹とんぼやおじゃめ（お手玉）、カライモを使ったお
やつ作りに挑戦。完成後は、いっしょに竹とんぼやおじゃ
め遊びをしたり、給食を食べたりして交流を深めました。 ▲大先輩の手ほどきを受けながら竹とんぼを作る児童

11/10
新 和

▲標的に放水を行う梅寿荘の選手

平和への祈りを捧げる
～天草殉教祭～

　天草・島原の乱で亡くなった人々を慰霊する「天草殉教
祭」が10月25日、本渡地区で開かれました。当日はあい
にくの雨となり、キャンドル行列が中止になったほか、仏
式法要は明徳寺に、カトリックミサは本渡カトリック教会
にそれぞれ場所を変更して実施。同教会のミサには、市民
や信者など150人が参列。聖歌の合唱などを行った後、白
いベールと衣装に身を包んだ少女たちがマリア像に向かっ
て花びらをまき、平和への祈りを捧げていました。 ▲平和への願いを込めて花びらをまく少女たち

かずき

“栖本太鼓踊り”が最優秀賞を受賞！
～全国青年大会～

　11月13日から同16日にかけて、東京都の東京体育館を
中心に「第58回全国青年大会」が行われ、市青年団栖本
支部の“栖本太鼓踊り”が、郷土芸能・民俗芸能の部で最優
秀賞を受賞しました。10年ぶり５回目の出場で、最優秀
賞は38年ぶり２回目。大会では、関東在住の同町出身者
など多くの応援団の声援を受けて、約７カ月間にわたる特
訓の成果を十分に発揮。県の重要無形文化財にも指定され
ている勇壮な踊りで、観客を魅了していました。▲勇壮な踊りを披露する団員の皆さん

11/13～16
栖 本

県下の中学生が健脚を競う
～県中学校駅伝競走大会～

　11月17日、「熊本県中学校駅伝競走大会」が、本渡運
動公園陸上競技場を発着とする女子５区間12㎞・男子６
区間20㎞のコースで開催され、各郡市の予選を勝ち抜い
た男女各25校が出場しました。本市からは、女子が牛深、
本渡東、本渡、倉岳、男子が稜南、牛深、牛深東、本渡が
出場し、男子は牛深が準優勝、女子は本渡東が４位、牛深
が５位にそれぞれ入賞しました。なお、優勝は女子が武蔵
ヶ丘（菊池郡菊陽町）、男子が人吉第二（人吉市）でした。▲同陸上競技場をスタートする男子選手

さいほう



　亀場幼稚園（田中美鈴園長・全園児54人）
では「集団生活を楽しみ、人とかかわる力
やみずからの力で行動する態度を養い、健
康で心豊かな園児を育成する」を教育目標
として、一人ひとりが安心して自分を出し、
充実感を味わえるような保育を目ざしてい
ます。園の周辺は、自然や人的環境に恵ま
れていて、高齢者の集い「十日会」でのこ
っぱもち作りや「すくすく稜南会」でのあ
いさつ運動、小学生といっしょに町をきれ
いにする「亀っ子クリーン作戦」など、地
域との交流も深めています。今後も、さま
ざまな体験を通して、やさしさや思いやり、
感謝する心を育み、心豊かに生きるための
基盤づくりに努めたいと思っています。

とうかかい

みすず

笑顔・元気・愛いっぱいの亀場幼稚園

亀場幼稚園（亀場町）

▲ドッジボールがんばるぞー！オー！！
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で
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る

〝
練
り
こ
と
ば
〞
を
覚
え
て
大
き

な
声
で
言
い
な
が
ら
歩
き
、
地
域

の
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
野
菜
や
稲
作
り
、
干

し
柿
の
紐
つ
け
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
通
し
た
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
保
護
者
に

よ
る
保
育
参
加
で
は
、
家
庭
と
園

と
地
域
で『
と
も
に
育
て
あ
う
心
』

を
さ
ら
に
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ふ
れ
あ
い
・
育
ち
あ

い
の
中
で
「
明
日
も
○
○
ち
ゃ
ん

と
遊
ぼ
う
」
と
期
待
を
持
た
せ
る

保
育
を
心
が
け
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
「
心
も
体
も
元
気
な
島

子
っ
子
」を
目
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

「
心
も
体
も
元
気
な
島
子
っ
子
」を

目
ざ
し
て

島
子
保
育
所（
有
明
町
）

　私たち金焼小学校は、全校児童20人の少
人数の学校です。今年、学校では「【○○
名人】になります」をしています。一人ひ
とりなりたい名人を紙に書いて、その名人
になるためにがんばっています。私は『字
を早く書く名人』を目ざしています。
　縦割班の活動では“野菜作り”と“イモ作
り”をしています。この前、イモ掘りをし
ました。フリー参観日では、地域のおばあ
ちゃんたちと、おいしいおイモ料理も作り
ました。ほかにも、金焼地域のみなさんと
いっしょの運動会、活性化花壇での花植え、
一日一汗運動でのゴミ拾い活動などをして
います。小さい学校ですが、地域のみなさ
んといっしょにがんばっています。

みんなでいっしょにがんばっています！

　

私
た
ち
、
牛
深
中
学
校
駅
伝
チ

ー
ム
は
、
郡
大
会
で
男
女
ア
ベ
ッ

ク
優
勝
を
達
成
し
、
県
大
会
で
は

男
子
が
準
優
勝
、
女
子
は
５
位
入

賞
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
毎
日
の
練
習
は
と
て

も
き
つ
く
、
逃
げ
て
し
ま
い
た
い

時
も
あ
っ
た
け
ど
、
チ
ー
ム
み
ん

な
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
乗
り
越

え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
の
成
績
は
選
手
だ
け
の
力
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
熱
心
に
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
・
コ
ー

チ
、
毎
週
朝
早
く
か
ら
試
走
の
送

迎
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
協
力

や
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
人
た
ち
に
少
し
で
も
恩

返
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
の

気
持
ち
を
胸
に

　父といっしょに地元の簡易郵便局で仕事を
しています。地域のおじいちゃんやおばあち
ゃんと世間話をしながら、楽しく過ごしてい
ます。御所浦は、空気が澄んでいて夜空に輝
く星がとてもきれいです。10月のオリオン
座流星群も少し曇り空でしたが、とてもきれ
いに見えましたよ。

̶̶ 毎日の楽しみは？
　ラジオを聞くことです。
私の１日は、朝に布団の中
でラジオを聞くことから始

まります。世界中のでき事をいち早く教えてもらえ、
懐かしい歌も流れます。テレビは目が疲れますが、ラ
ジオは疲れることはありません。私の大の友だちです。
̶̶ 健康の秘けつは？
　身体を動かすことと、清潔に暮らすことがいちばん
です。また、ラジオでニュースなどを聞いて考えたり、
歌を聞いていっしょになって歌ったりすることも健康
に良いのかもしれません。
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牧田みちる さん（御所浦町牧島・27歳）

栁本ナルエ さん
（河浦町宮野河内・80歳）

郡大会の優勝旗を手に“ナンバーワン！”郡大会の優勝旗を手に“ナンバーワン！”

みんなでイモ掘り。今年もたくさんとれました。

　金焼小学校（下浦町）
５年　吉田朱里

あかり

　
牛
深
中
学
校（
牛
深
町
）

　
　
　
　
3
年　

松
下 

歌
歩

か　

ほ

王子様とお姫様に変身して“はいチーズ”！

と
み
か

ひ
も

　

何
千
万
、
何
億
年
と
い
う
途
方

も
無
い
年
月
を
経
て
地
球
が
造
り

だ
し
た
宝
、
御
所
浦
の
白
亜
紀
の

地
層
や
化
石
と
、
こ
れ
を
活
用
し

た
修
学
旅
行
な
ど
の
取
り
組
み
が

高
く
評
価
さ
れ
、
10
月
28
日
、「
天

草
御
所
浦
」
が
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
委
員
会
か
ら
認
定
さ
れ
た
と
い

う
、
大
変
う
れ
し
い
知
ら
せ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
地
質
学
の

ジ
オ
ロ
ジ
ー
と
公
園
の
パ
ー
ク
か

ら
創
ら
れ
た
言
葉
で
、
地
球
科
学

的
に
見
て
貴
重
な
特
徴
を
持
つ
地

域
を
含
む
自
然
公
園
を
意
味
し
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
保
全
し
、

観
光
な
ど
を
通
じ
て
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、阿
蘇
が
同
時
に
認
定
、

ま
た
、
お
隣
の
島
原
半
島
は
、
今

年
８
月
に
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
く
し
く

も
、
阿
蘇
と
は
九
州
新
幹
線
全
線

開
業
に
向
け
た
取
り
組
み
、ま
た
、

島
原
半
島
と
は
今
年
３
月
「
雲
仙

天
草
観
光
圏
計
画
」
を
策
定
し
た

こ
と
を
思
う
と
、
何
億
年
と
い
う

と
き
を
超
え
、
今
、
連
携
し
て
活

用
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
定
が
目
標
と
な
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
「
ジ

オ
パ
ー
ク
」
と
い
う
言
葉
と
意
味

を
認
知
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ス

タ
ー
ト
地
点
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

天
草
市
長  

安
田
公
寛

天
草
御
所
浦
ジ
オ
パ
ー
ク



大
宮
地
地
区
振
興
会
（
森　

茂
三
会
長
）

し
げ
ぞ
う

　

新
和
町
の
大
宮
地
地
区
に
は
、

自
然
豊
か
な
清
流
〝
大
宮
地
川
〞

が
流
れ
、
春
は
シ
ロ
ウ
オ
、
夏
は

ウ
ナ
ギ
、
秋
は
川
カ
ニ
、
冬
に
は

青
の
り
と
、
四
季
折
々
の
恩
恵
を

受
け
て
い
ま
す
。
大
宮
地
地
区
振

興
会
で
は
『
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
大

宮
地
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
環
境
美

化
活
動
や
特
産
品
の
開
発
、
ス
ポ

ー
ツ
事
業
や
生
涯
学
習
活
動
な
ど

を
、
各
部
会
を
中
心
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
特
に
青
少
年
育
成
事
業

と
し
て
、
毎
年
夏
に
「
リ
バ
ー
祭

ど
大
宮
地
」
を
開
催
。
小
・
中
学

生
を
対
象
に
、
同
川
で
の
カ
ヌ
ー

や
ロ
ー
ボ
ー
ト
体
験
の
ほ
か
、
ウ

ナ
ギ
捕
り
体
験
な
ど
を
実
施
し
、

参
加
者
と
地
区
住
民
が
一
体
と
な

っ
た
事
業
と
し
て
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
天
草
で
一
番
大
き
な
滝

か
み
が

と
言
わ
れ
て
い
る
〝
神
掛
け
の

滝
〞は
、
険
し
い
山
道
の
峠
に
あ

る
た
め
あ
ま
り
内
外
に
知
ら
れ
て

お
ら
ず
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
区
の
す
ば
ら
し
い

自
然
や
歴
史
を
あ
ら
た
め
て
見
つ

め
直
し
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地 域 づ く り
コ ー ナ ー

自
然
の
恩
恵
を
受
け
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む

▲ウナギ捕り体験のようす
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川原 拓己 くん

今月で

父・鉄也さん
母・陽子さん

亀場町亀川

濱 真綾 ちゃん

父・政文さん
母・由美子さん

新和町大宮地

松本 向日葵 ちゃん

父・裕晃さん
母・昌子さん

本渡町広瀬

佐藤 柚希 ちゃん

父・恵美さん
母・紗世子さん

本渡町本戸馬場

平山 舞 ちゃん

父・篤さん
母・麻喜さん

本渡町広瀬

小林 小登音 ちゃん

父・大作さん
母・和美さん

亀場町亀川

沖﨑 莉央 ちゃん

父・健一朗さん
母・京美さん

牛深町

太田 聖七 くん

父・翔さん
母・枝里佳さん

佐伊津町

１月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝12月10日㊍まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は９人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

た く み

ま あ や

ひ ま り せ な

まい り お

ゆ ず き こ と ね

いっぱい食べて、元気モリモリ！す
くすく・のびのび育ってね♪

近所の皆様にかわいがられ、うちの
社長はいつも元気いっぱいです☆

じいじ、ばあば、これからもおてん
ばな私をよろしくね♡

お兄ちゃんと仲良し！！ずっと仲良し！！

兄ちゃんそっくりだけど、みんなに
愛される女の子になってね♡

絵本とおふろ大好き♡早く旅行や温
泉巡りしたいなあ♡

絵本が大好き♡バイバイがじょうず
なので、声かけてね！！

笑顔がかわいいりおちゃんです♡由
奈姉ちゃん大好きでーす♡

兄ちゃんといっしょに遊ぶのが大好
き♪仲良く元気に育ってね♡

▲力強くそびえ立つ公孫樹

　久玉町にある正光寺の境内に
立つ公孫樹は、幹まわりが５ｍ、
樹高が約25ｍで樹齢は推定300
年以上になります。しかし、樹
勢はいまだに衰えることはな
く、毎年美しい黄葉を見ること
ができます。
　正光寺は、天正10年（1582年）
に浄土真宗の寺院として開山
し、この公孫樹は同寺のかたわ
らでその歴史を長きにわたり見
守ってきました。そもそも公孫
樹は、街路樹や神社・仏閣など
でよく見られますが、観音像と

「正光寺の公孫樹」（久玉町）
いちょうしょうこうじ

ともに日本に渡来したという伝
説もあるほど、寺院にはゆかり
の深い木です。これは、古来か
ら公孫樹が火に強いとされ、火
災の延焼を防ぐことを目的とし
て植えられたほか、樹高が20
～ 30ｍに達することから、防
風の役割を果たすために植えら
れることもあったようです。明
治29年（1896年）に、本堂が大
火災に見舞われた際も、この公
孫樹は難を逃れています。黄葉
は、12月初旬が見ごろです。
　皆さん、ぜひご覧ください。

「匠の技“洋裁”で光り輝く」

松 本 弥 生 さん（今釜新町・57歳）
や よ い

　

今
釜
新
町
に
住
む
松
本
さ
ん

は
、
10
月
30
日
か
ら
３
日
間
、
茨

城
県
で
開
か
れ
た
「
第
31
回
全
国

障
害
者
技
能
競
技
大
会
」
の
洋
裁

部
門
で
最
高
の
金
賞
を
受
賞
し
た
。

　

松
本
さ
ん
が
出
場
し
た
洋
裁
部

門
は
、
１
枚
の
布
地
か
ら
指
定
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
婦
人
服
ブ
ラ
ウ

ス
を
、
制
限
時
間
６
時
間
で
完
成

さ
せ
る
も
の
。
出
場
は
３
回
ま
で

と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
が
３

回
目
と
な
る
松
本
さ
ん
に
と
っ
て

は
、こ
れ
が
最
後
の
出
場
と
な
る
。

「
昨
年
の
失
敗
は
ア
イ
ロ
ン
の
か

け
過
ぎ
で
、
素
材
を
い
か
せ
な
か

っ
た
の
が
最
大
の
原
因
」
と
去
年

の
反
省
を
踏
ま
え
て
臨
ん
だ
大
会

で
「
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
良
い

も
の
が
で
き
た
」
と
、
見
事
に
ラ

ス
ト
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
た
。

松
本
さ
ん
は
２
歳
の
と
き
に
小

児
ま
ひ
に
な
り
、
左
足
の
自
由
が

き
か
な
い
状
態
が
現
在
も
残
る
。

職
業
訓
練
校
を
卒
業
し
、
地
元
の

洋
装
店
や
縫
製
工
場
に
勤
務
し
て

き
た
。
出
場
の
き
っ
か
け
は
、
同

じ
障
が
い
を
持
つ
人
か
ら
紹
介
さ

れ
、「
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
め

ば
必
ず
周
り
の
人
た
ち
か
ら
認
め

ら
れ
る
」
と
の
思
い
だ
っ
た
。
ま

た
、
大
会
に
出
た
こ
と
で
、
ほ
か

の
障
が
い
者
と
の
交
流
が
深
ま
っ

た
こ
と
が
励
み
に
な
り
、
連
絡
を

取
り
合
い
な
が
ら
技
術
の
向
上
に

努
め
た
。

　
「
障
が
い
を
持
っ
て
い
て
も
、

何
事
も
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
が
大

事
な
ん
で
す
」
と
。
ま
た
、「
み

ず
か
ら
の
体
験
を
基
に
、
ほ
か
の

障
が
い
者
も
元
気
づ
け
ら
れ
た
ら

い
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
松
本
さ

ん
は
語
る
。

　

２
年
後
に
韓
国
で
開
か
れ
る

〝
世
界
大
会
の
日
本
代
表
候
補
〞に

選
ば
れ
て
い
る
。「
夢
は
大
き
く

持
ち
続
け
て
、
世
界
大
会
で
の
金

賞
を
目
ざ
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

本人希望により
情報不掲載
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わ
た
し
た
ち
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
天
草
市
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

こ
こ
に
天
草
市
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一  

感
謝
の
心
を
も
ち
、
豊
か
な
「
し
ぜ
ん
」
を
守
り
ま
す

一  

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
れ
る
「
ひ
と
」
を
育
て
ま
す

一  

恵
ま
れ
た
風
土
を
活
か
し
、「
も
の
づ
く
り
」
に
励
み
ま
す

一  

伝
統
と
文
化
を
学
び
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
「
ま
ち
」
を
創
り
ま
す

一  

世
代
の
調
和
を
大
切
に
、
健
や
か
な
「
和
」
を
広
げ
ま
す

市
民
憲
章【市の花】

はまぼう

【市の木】
あこうの木

【市の鳥】
かもめ

【市の魚】
鯛

市のシンボル
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～御所浦の伝統料理「魚のすり身のつみれ汁」～
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　イワシ漁が盛んで冷蔵庫がないころ
の保存法として、イワシをすり身にし
て蒸すか焼くなどのほか、ゆでて干し
たりしていました。「魚のすり身のつ
みれ汁」は、自家栽培の野菜で汁を作
り魚のすり身のちぎりを入れたもの。
当時は、イワシのすり身がよく使われ
ていました。この“つみれ汁”を、冬の
鍋料理などで試してみませんか！

①昆布とかつお節でだしをとっておく。
②干ししいたけは戻して４つくらいに切
る。戻し汁は①のだし汁に加える。（全
部で６カップにする）
③大根・にんじんは皮をむいていちょう切
りにする。ごぼうは皮をこそいで斜め切
りにして、水にさらしておく。こんにゃ
くは食べやすい大きさの薄切りにしてさ
っとゆでておく。
④だし汁に酒を加えて煮立て、②のしいた
けと③の野菜を入れて炊く。魚のすり身
に刻んだしょうがを入れて混ぜ合わせ、
食べやすく丸めてだし汁に入れる。
⑤野菜とつみれが煮えたら、塩としょうゆで味を
調え、刻んだネギを散らして火を止める。

材　料　（約６人分） 作 　り　 方

提供：市食生活改善推進員協議会
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　最近、Ｂ級グルメが注目を集め
ています。低価格でおいしく気軽
に食べられるため、人気があるよ
うです。私はＢｕー級グルメの豚
足が好きですが、食べた次の日は
面がギラギラに。お肌に必要なコ
ラーゲンが吹き出しすぎて、Ｃ級
の男が一気に“老朽”します。【凡】

　今年一番うれしかったことは、
健康診断で体重と腹囲が昨年とま
ったく変わらず現状維持できたこ
とでした。看護師さんから「すば
らしい」と言われ、本当にうれし
かったです。年齢を重ねてくると
体型が崩れていくので、これから
もこの体型をキープするぞ！【走】

　先日、わが家のインフルエンザ
対策と称して、私が娘に行う数々
の“濃厚接触”に対し、妻から“自
粛要請”が。おやすみ前や出勤前
のお約束事をはじめとして、くど
過ぎるスキンシップなどが対象と
のこと。ああ、私の数少ない楽し
みのひとつだったのに…。　【素】

　今年は、いろいろな人との出会
いがあり、また、支えられた１年
でした。両親をはじめ、友人や周
囲の人たちなど、本当に感謝の気
持ちでいっぱいです。来年は、生
活環境が大きく変わりますが、自
分らしくマイペースにがんばって
いきたいと思います。　　　【葉】

つら


	P01
	P02-03天草市この1年
	P04-05-財政健全化比率
	P06-07-マニフェスト
	P08-09-マニフェスト
	P10-11-褒章・大陶磁器展
	P12-13-宝島の話題1
	P14-15-宝島の話題2
	P16-17-みんなの広場1
	P18-19-みんなの広場2
	P20

